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３．２．２ ウイルス検出状況 
PCF および EKC の過去 4 年間の月別のウイルス検出状

況を図 5 および図 6 に示した。 
PCF の患者検体から、AdV が 21 件検出され、その他に

ライノウイルスが 6 件、A 群コクサッキーウイルス（CoxA）

6 型およびエコーウイルス 6 型が各 2 件、RS ウイルス、ヒ

トボカウイルス、CoxA4、CoxA9 および B 群コクサッキー

ウイルス 3 型が各 1 件検出された。AdV の内訳は AdV3 型

（AdV3）が 12 件（57.1%）、AdV2 が 4 件（19.0%）、AdV1
が 3 件（14.3%）および AdV5 が 2 件（9.5%）であり、全

国の傾向と同様であった 8)。AdV3 は年ごとの検出数の変

動が大きく、全国で検出数の多かった 2001 年および 2003
～2006 年には PCF 患者報告数も例年より多かった 8)。本

県では、2010 年 8 月～2011 年 7 月にかけて AdV3 が多く

検出されており、PCF の流行との関連が示唆された。 
EKC の患者検体から、AdV が 40 件検出され、内訳は

AdV37 が 16 件（40.0%）、AdV3 が 8 件（20.0%）、AdV8
が 7 件（17.5%）、AdV56 が 5 件（12.5%）、AdV53 が 3
件（7.5%）および AdV 型不明が 1 件（2.5%）であった。

AdV37 は 2010 および 2012 年、AdV3 は 2011 年、AdV8
は 2011～2013 年に多く検出されており、流行年が異なっ

ていた。 
 

４．まとめ 
 

PCF および EKC は、いずれも AdV の感染によって起こ

る疾患だが、過去 4 年間（2010～2013 年）の流行状況に

は違いが見られた。 
PCF では夏季および冬季の季節性が見られたが、EKC

では明確な季節性は確認できなかった。 
県内の医療機関を受診した患者から採取された 88 検体

（PCF：48 検体、EKC：40 検体）について、AdV の検出

を試みたところ、61 検体（PCF：21 検体、EKC：40 検体）

からAdVが検出された。PCFの患者からはAdV3（57.1%）、

EKC の患者からは AdV37（40.0%）および AdV3（20.0%）

が多く検出された。検出された AdV の型は年によって異な

り、患者報告数に影響している可能性が示唆された。 
 

なお、他の 5 類定点把握疾患についても同様にまとめ、

「福井県の身近な感染症」としてホームページに掲載した。

ホームページアドレス：http://www.erc.pref.fukui.jp/ 
center/fukui_kansen/fukui_kansen.html 
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１．はじめに 
 
平成 26 年 7 月 18 日、福井県内の小学校において、授

業で収穫したジャガイモを茹でて喫食したところ、約 30
分後を初発として児童 31 名中 6 名が腹痛・嘔吐等の症状

を呈した。発症の状況からジャガイモに含まれるソラニン

類を原因とした食中毒が疑われ、小学校に残っていた未調

理のジャガイモについて、当センターでα-ソラニンおよ

びα-チャコニンの検査を実施した。その結果、これらが

高濃度で検出され、原因であると判明した。 
 

２．試験方法 
 
２．１ 試料 

 搬入受け入れをしたジャガイモ 43 個を大きさや緑化の

程度が均等になるように半数に分け、一方（約 20 個）を

水で洗浄した。その後、皮付きのままフードプロセッサー

でペースト状にし、均一化したものを試料とした。 

 なお、搬入されたジャガイモの大きさをヒストグラムで

表すと図 1のようになり、中央値は 20.3g であった。 

 
図 1 ヒストグラム 

 

２．２ 対象化合物 

 α-ソラニンおよびα-チャコニンについて実施した。 
 
２．３ 試薬等 

 α-ソラニンおよびα-チャコニン：EXTRASYNTHESE
社製を用いた。 
 標準溶液：α-ソラニンおよびα-チャコニンそれぞれに

ついて、メタノールで 200μg/mL の標準溶液を調製した。

各 200μg/mL標準溶液を混合し 100μg/mLの混合標準溶

液とし、これをメタノール・アセトニトリル（1：1）で希

釈し、5～100μg/mL の範囲で 5 濃度の検量線用標準溶液

を調製した。 

 その他の試薬：特級、HPLC 用を用いた。 
 ガラス繊維ろ紙：Whatman 934AH を用いた。 
 ミニカラム：Waters 製 Sep Pak Plus C18 cartridge を

用いた。 
 
２．４ 装置および測定条件 

HPLC 装置：Waters Alliance2690 
分析カラム：YMC-GEL NH2-120-S（4.6mmI.D.×

150mm、粒子径 5μm） 
移動相：アセトニトリル・水・0.2mol/L リン酸緩衝液

（pH3.0）（77：20.5：2.5） 
カラム温度：40℃、流速：1.0mL/min 
注入量：50μL 
検出方法：UV205nm 

 
２．５ 試験溶液の調製 
名古屋市衛生研究所で開発された方法に準じ、図 2 の方

法により、試験溶液を調製した。 
得られた試験溶液を HPLC に注入し、得られたクロマ

トグラムのピーク面積から、絶対検量線法により定量した。

なお、試験は 3 併行で行った。 
試料　2g

　5%酢酸　100mL
　超音波　75min

ろ過（ガラス繊維ろ紙Whatman934AH）

ろ液　50mL

Sep Pak Plus C18 cartridge※ ※メタノール10mL、水10mL、

   5%酢酸5mLでコンディショニング

　水洗浄

　メタノール溶出　10mL

溶出液

残留物

　メタノール　1.0mL
　アセトニトリル　1.0mL

HPLC

　溶媒留去

　30%メタノール洗浄　5mL

 
図 2 試験溶液の調製方法 

 
３．結果および考察 

 
３．１ 測定結果 

α-ソラニンおよびα-チャコニンについて測定結果を表

1 に示した。 

資料 
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ジャガイモ中の平均含有量は、α-ソラニンが 112μg/g、
α-チャコニンが 244μg/g であった。通常、ジャガイモの

可食部分は、100g あたり平均 7.5mg のソラニンやチャコ

ニンを含んでいる 1)といわれているため、今回は、その 5
倍程度の濃度に相当する。また、これらの有毒成分の小児

中毒量は、経口で 15.6～40mg2)であることから、今回の

ジャガイモであれば、44～112g 程度を喫食すると発症す

ることになる。 
表1　測定結果

α-chaconine α-solanine
1回目（μg/g） 253.7 116.9
2回目（μg/g） 244.2 112.4
3回目（μg/g） 235.0 107.5
Ave（μg/g） 244.3 112.3

CV（%） 3.84 4.19  
 

４．まとめ 
 
ジャガイモの新芽や緑色部分にはα-, β-, γ-ソラニン、

α-, β-, γ-チャコニン、α-, β-, ソラマリン、コマソニ

ン、レプチンおよびデミツシンなどのステロイド系アルカ

ロイド配糖体が含まれるが、その約 95％はα-ソラニンお

よびα-チャコニンである 3)。これら有毒成分は発芽部分や

茎、緑化したジャガイモに多く分布しており 4)、食後約 30
分から半日で嘔吐、下痢、腹痛などの抗コリンエステラー

ゼ作用による症状が現れ、重症例で意識障害や呼吸困難な

どに至ることもある 5)。 

本県においてはソラニン類を原因とした食中毒は、平成

に入ってからは初めての事例であったが、国内ではほぼ毎

年発生しており、そのほとんどが学校での発生であること

から、食中毒事件 1 件あたりの患者数は比較的多い 6)。今

回の事例を受け、学校関係者のみならず広く県民を対象に、

ソラニン類などの自然毒についての知識の普及啓発を図

ることが大切である。 

また、これまで当センターではソラニン類の検査実績は

なかったが、前年度に検査体制を整えていたことから、今

回の事例に対応することができた。食中毒の発生件数は少

ないものの、自然毒は、スイセンのリコリン、トリカブト

のアコニチンなど数多くあり、毒性の高いものもあること

から、これらの検査体制を整えていくことが必要と考える。 
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